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映
画
『
幻
の
蛍
』

ロ
ケ
地
マ
ッ
プ

中
川
か
な
た
は
14
歳
の
中
学
生
。 

両
親
の
離
婚
に
よ
り
、転
校
し
た
学
校
に
も
馴
染

め
ず
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。夏
休
み
に
入
り
、か
な
た
は
や
る
こ
と
も
な
く
母
・
奈

保
の
ス
ナ
ッ
ク
を
手
伝
う
毎
日
。 

そ
ん
な
あ
る
日
、母
か
ら 「
夏
休
み
の
思
い
出
作
り

に
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
行
っ
て
く
れ
ば
？
」と
提
案
さ
れ
る
。気
乗
り
し
な
い
ま
ま
祖

母
・
吉
乃
の
家
を
訪
れ
た
か
な
た
だ
っ
た
が
、 

そ
こ
で
待
っ
て
い
た
の
は
離
れ
離
れ
に

な
っ
た
妹
の
有
田
す
み
れ
だ
っ
た
。久
し
ぶ
り
の
再
会
に
無
邪
気
に
喜
ぶ
す
み
れ
と

は
対
照
的
に
、素
直
に
な
れ
な
い
か
な
た
。ど
こ
か
す
れ
違
う
姉
妹
だ
っ
た
が
、 

妹
の

願
い
か
ら
今
の
季
節
に
は
現
れ
な
い
は
ず
の
蛍
を
探
し
に
行
く
こ
と
に
な
る
。

田
を
駆
け
、川
を
渡
り
、森
を
抜
け
た
先
に
現
れ
た
奇
跡
と
は
。夏
休
み
の
終
わ
り

に
、煌
め
く
思
い
出
と
消
え
る
こ
と
の
な
い
絆
を
取
り
戻
す
。富
山
を
舞
台
に 

現
代
の

新
し
い
家
族
の
在
り
方
を
今
一
度
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
ハ
ー
ト
フ
ル
な
冒
険
譚
。

黒部宇奈月温泉駅

泊駅

富山地方鉄道上滝線
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富山きときと空港

富山市のロケ地

家族が集合するシーンを撮影。富山市内
が一望できる夜景スポットとしても有名。

猿倉山公園

6

奈保が開いているスナックで、夏休み中の
かなたも手伝うシーンを撮影。越中中島駅
に程近い、地元で人気のスナック。

ゆうすげ

1
かなたと奈保がラーメンを食べるシーンを
撮影。ラーメン、餃子、炒飯が人気の地元
の名店。

ラーメン特一

2

かなたとすみれが道に迷いながらも蛍を探
し歩くシーンを撮影。園内では、蛍鑑賞の
ほか、映像・資料で蛍を学ぶことができる。

八尾ほたるの里農村公園

5

かなたが買い物をするスーパーとして登
場。手作りの惣菜が評判で、肉・魚ともに
新鮮で美味しいと人気のお店。

マルジンストア

3
奈保と和樹がかき氷を食べながら会話する
シーンを撮影。移動販売やイベントでの出店
がメインで、可愛いかき氷が人気を集める。

かき氷専門店 Hitsuji

4

祖母の家の最寄駅として登場。電車内や
駅前で、かなたが祖母の家に向かうシーン
が撮影された。

あいの風とやま鉄道 入善駅

6

中学校のプールとして登場。本作のクラン
クイン現場で、かなたが一人で掃除する
シーンから始まった。

朝日町立さみさと小学校（プール）

2

かなたが通う中学校として、事務室や教
室、廊下等で撮影。統合による閉校を前
に、記念に残る撮影となった。

富山県立泊高等学校

1

かなたとすみれの祖母の家として登場。古
民家を改修した交流体験施設。縁側から
美しい里山の風景が一望できる。

さゝ 郷ほたる交流館

3

祖父の墓参りをするシーンを撮影。石垣が
見事な山門と、山の借景を活かした庭園
も素晴らしい古刹。

正覚寺

4

蛍探しの途中、雨が降ってくるシーンを撮
影。泊高校生がデザインした蛍と桜が印象
的な橋。

笹川 ・ 神向橋
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朝日・入善町のロケ地

脚
本

伊
吹 

一
（
い
ぶ
き
・
は
じ
め
）

山
梨
県
出
身
、
1
9
9
4
年
生
ま
れ
。

青
山
学
院
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
修
了
。

第
13
回
南
の
シ
ナ
リ
オ
大
賞
、
第
46
回
城
戸

賞
／
第
33
回
ヤ
ン
グ
シ
ナ
リ
オ
大
賞
佳
作
。 

映
像
脚
本
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ

マ
や
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
な
ど
も
多
く
手
掛
け
て

い
る
若
手
脚
本
家
。
滋
賀
県
日
野
町
P
R

オ
ー
デ
ィ
オ
ド
ラ
マ
「
私
が
日
野
町
に
恋
し

た
話
」
、
F
M
と
や
ま
「
西
村
ま
さ
彦
の
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
な
課
外
授
業
」
、
日
向
坂
46
個

人
P
V
「
ぱ
る
よ
の
星
」
、 

メ
ル
セ
デ
ス
・

ベ
ン
ツ
「
B
E
L
T
A
&
O
S
C
A
R
」
、

f
l
u
m
p
o
o
l
「
君
に
届
け
」
（
A 

S
p
r
i
n
g 

B
r
e
a
t
h 

v
e
r
.
）

M
V
ほ
か
。

主
題
歌

中
山
う
り
「
ホ
タ
ル
」

埼
玉
生
ま
れ
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。

主
に
子
供
の
頃
に
触
れ
た
様
々
な
経
験
や
感

触
、東
京
で
の
日
々
の
暮
ら
し
を
ミ
ク
ロ
な
視
点

で
音
楽
表
現
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
音
楽
制

作
。ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や
ト
ラ
ン
ペッ
ト
、ギ
タ
ー
な

ど
も
演
奏
。バン
ド
編
成
か
ら
ギ
タ
ー
の
弾
き
語

り
ま
で
様
々
な
ス
タ
イ
ル
で
ラ
イ
ブ
を
す
る
。

幼
少
期
に
父
親
の
影
響
で
ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン
音

楽
、歌
謡
曲
を
耳
に
し
て
育
つ
。学
生
の
頃
は
ブ

ラ
ス
バン
ド
や
吹
奏
楽
で
ト
ラ
ン
ペッ
ト
を
担
当
。

監
督

伊
林 

侑
香
（
い
ば
や
し
・
ゆ
か
）

富
山
県
富
山
市
出
身
、1
9
9
9
年
生
ま
れ
。

富
山
県
立
富
山
商
業
高
等
学
校
卒
業
後
、合
同

会
社
コ
ト
リ
に
入
社
。
富
山
県
内
に
て

T
V
C
M
な
ど
の
企
画
演
出
に
携
わ
る
。主
に
、

坂
本
欣
弘
監
督（『
真
白
の
恋
』『
も
み
の
家
』）の

演
出
助
手
と
し
て
活
動
。本
作
で
映
画
監
督
デ

ビュー
を
果
た
す
。

※

ロ
ケ
地
め
ぐ
り
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

両
親
の
離
婚
に
よ
り
母
と

暮
ら
す
14
歳
の
中
学
生
。ど

こ
か
人
と
壁
を
作
り
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
。

中
川
か
な
た

（
野
岸
紅
ノ
葉
）

か
な
た
の
妹
。両
親
の
離
婚

に
よ
り
父
と
暮
ら
す
10
歳

の
小
学
生
。天
真
爛
漫
で
友

達
も
多
い
。

有
田
す
み
れ

（
池
田
埜
々
耶
）

か
な
た
の
通
う
中
学
の
教

諭
。転
校
生
で
学
校
に
馴
染

め
な
い
か
な
た
が
心
を
通

わ
せ
る
良
き
理
解
者
。

絹
川
沙
都

（
岩
井
堂
聖
子
）

す
み
れ
が
慕
っ
て
い
る
女

性
。父
と
子
の
二
人
暮
ら
し

を
気
に
か
け
世
話
を
し
に

家
に
も
よ
く
訪
れ
る
。

小
野
寺
咲

（
椿
原
愛
）

姉
妹
の
祖
母
で
あ
り
奈
保

の
母
。二
人
の
孫
を
気
に
か

け
て
い
る
。

中
川
吉
乃

（
山
口
詩
史
）

姉
妹
の
母
。ス
ナ
ッ
ク
を
切

り
盛
り
し
な
が
ら
思
春
期

の
か
な
た
を
育
て
、
優
し
く

見
守
っ
て
い
る
。

中
川
奈
保

（
菊
池
亜
希
子
）

姉
妹
の
父
。す
み
れ
と
二
人

暮
ら
し
。離
婚
後
お
酒
を
や

め
て
い
る
。得
意
料
理
は
ハ

ン
バ
ー
グ
。

有
田
和
樹

（
吉
沢
悠
）

登
場
人
物


